
河川改修事業の再評価項目調書 
事 業 名 (箇所名) 江E

ごう

AAEのE

の

AAE川E

かわ

A直轄河川改修事業 

実 施 箇 所 
江の川直轄管理区間 島根県（江津市、川本町、邑南町、美郷町） 

広島県（三次市、安芸高田市） 

該 当 基 準 再評価実施後一定期間（3年）が経過している事業 

事 業 諸 元 
一般改修（堤防整備）、水防災対策（輪中堤整備、宅地嵩上げ） 

管理延長 江の川L=151.6km、馬洗川L=5.8km、西城川L=1.3km、神野瀬川L=5.5km 

事 業 期 間 
江の川直轄河川改修事業 （整備期間50年）：平成27年度～平成76年度 

当面想定している事業  （整備期間 6年）：平成27年度～平成32年度 

総 事 業 費 (億円) 
（整備期間 50年） 

（整備期間  6年） 

約634 

約126 
残 事 業 費 (億円) 

（整備期間 50年） 

（整備期間  6年） 

約634 

約126 

目 的 ・ 必 要 性 

江の川流域は唯一陰陽を隔てる中国山地を貫流し、広島・島根の２県をまたぐ中国地方

最大の河川であり、別名「中国太郎」と呼ばれている。 

下流部には島根県の石央地域の中心都市である江津市、上流部には広島県の備北地域の

中心都市である三次市が位置しており、既往最大の昭和47年7月洪水、昭和58年7月洪水、

平成18年7月洪水、平成18年9月洪水等により、過去、幾多の甚大な被害が発生している。 

江津市や三次市の都市機能の中枢性や人口・資産の集積状況を考慮した場合、堤防決壊

による被害は深刻なものになることが予想される。このため、治水・利水・環境のバラン

スを考慮した江の川の計画的な治水対策を実施していく必要がある。

（洪水実績） 

・昭和47年 7月洪水：家屋浸水戸数14,063戸、浸水面積10,278ha 

・昭和58年 7月洪水：家屋浸水戸数 3,517戸、浸水面積 3,408ha 

・平成18年 7月洪水：家屋浸水戸数   153戸、浸水面積    88ha 

・平成18年 9月洪水：家屋浸水戸数   253戸、浸水面積   260ha 

（災害発生時の影響：浸水想定区域内） 

○人  口：54,000 人 

○世 帯 数：20,710 世帯

○重要な公共施設等：江津市役所、江津市桜江庁舎、川本町役場、

美郷町役場大和事務所、島根県川本合同庁舎、 

江津邑智消防組合消防本部、川本消防署、三次市役所、 

安芸高田市役所、三次警察署、安芸高田警察署、 

備北地区消防組合消防本部、安芸高田市消防本部、 

ＪＲ山陰本線、ＪＲ三江線、ＪＲ芸備線 

  国道9号、261号線、54号、183号、184号、375号、 

江津バイパス、中国縦貫自動車道 

○災害弱者関連施設：江津総合病院、島根県済生会高砂病院、江津市福祉事務所、

三次市福祉事務所、安芸高田市福祉事務所、 

三次地区医療センター、吉田総合病院 

便 益 の 主 な 根 拠 
年平均浸水軽減世帯数 191 世帯  （当面想定している事業 14世帯） 

年平均浸水軽減面積    79 ha   （当面想定している事業 14 ha） 

事業全体の投資効率

性 
B：総便益 （億円） C:総費用 （億円） B/C B-C EIRR 

基準 

年度 

全体の事業 総便益 843 総費用 328 2.6 515 9.8% H26 

当面想定している

事業 

（整備期間６年） 

総便益 169 総費用 113 1.5 56 6.6% H26 

事 業 の 効 果 等 

1/30確率の降雨を対象にした場合、事業を実施した箇所の浸水被害を軽減する。 

浸水世帯数  2,560世帯 ⇒ 1,132世帯 

浸水面積  1,347ha ⇒ 824ha

被 害 額   1,590億円 ⇒ 804億円
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社会情勢等の変化 

＜地域状況＞ 

・流域内人口・世帯ともに減少傾向であるが、高齢化率が上昇しており災害弱者の割合が 

高くなっている。また、山間狭隘部の河岸段丘に小集落が点在しており、洪水時には水

位が急上昇、集落の孤立化が懸念される。 

・近年（平成18年7月洪水、平成18年9月洪水）においても洪水被害を受けており、治水事

業の要望が強い。 

＜事業に関わる地域の人口、資産等の変化＞ 

【主要自治体（島根県江津市）指標】 

○人 口  ：0.93倍（25,697人／27,774人）  〈H22年数値／H17年数値〉 

内高齢者率：1.06倍（33.2％／31.2％）    〈H22年数値／H17年数値〉 

○世 帯 数 ：0.96倍（10,320世帯／10,769世帯）  〈H22年数値／H17年数値〉

○事 業 所 ：1.02倍（1,440事業所／1,414事業所）〈H21年数値／H18年数値〉

○従 業 者 ：1.12倍（10,852人／9,706人）  〈H21年数値／H18年数値〉 

【主要自治体（広島県三次市）指標】 

○人 口  ：0.95倍（56,605人/59,314人）   〈H22年数値／H17年数値〉 

内高齢者率：1.05倍（31.4％/29.9％）    〈H22年数値／H17年数値〉 

○世 帯 数 ：0.99倍（21,786世帯/21,968世帯）  〈H22年数値／H17年数値〉

○事 業 所 ：0.99倍（3,412事業所/3,457事業所） 〈H21年数値／H18年数値〉

○従 業 者 ：0.99倍（28,477人/28,711人）  〈H21年数値／H18年数値〉 

事業の進捗状況 
・前回評価時から旭箇所が完成、八神箇所、川平箇所、大貫箇所、川越箇所、都賀西箇所、

門田箇所は現在事業中であり、早期完成への要望は強い。 

事業の進捗の見込み 

・本事業は地域住民からも要望があることから、円滑な事業進捗が見込まれる。 

・八神箇所、川平箇所、大貫箇所、川越箇所、都賀西箇所、門田箇所については着手して

おり、順調に進捗している。 

コスト縮減や代替案

立案等の可能性 

【コスト縮減や代替案立案等の可能性】 

・他機関で実施している基盤造成や林道事業等と連携し、築堤材料を調達することにより、

コスト縮減を図る。 

・山間狭隘部の家屋が点在する小集落等では、土地利用形態等を考慮し関係機関と調整を

図りつつ、宅地嵩上げや輪中堤等の治水対策を検討 

対 応 方 針(原案) 継続 

対 応 方 針 理 由 

・江の川流域の治水安全度向上のため事業継続が妥当 

・昭和47年（戦後最大）の洪水から守るためには、早期の完成が必要。 

・今後の詳細な設計段階において、さらなるコスト縮減を図るとともに、環境にも配慮し

て事業を進め、より一層の事業効果の発現に努める。 

そ の 他 － 
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19
00

19
00

18
00

18
00

18
00

18
00

18
00

18
00

18
00

18
00

18
00

馬 馬 馬馬 馬馬 馬 馬馬 洗 洗 洗洗 洗洗 洗 洗洗 川 川 川川 川川 川 川川

江
の
川

江
の
川

江
の
川

江
の
川

江
の
川

江
の
川

江
の
川

江
の
川

江
の
川

西 西 西西 西西 西 西西 城 城 城城 城城 城 城城 川 川 川川 川川 川 川川
神神神神神神神神神 野野野野野野野野野 瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬 川川川川川川川川川

尾
関

山
尾

関
山

尾
関

山
尾

関
山

尾
関

山
尾

関
山

尾
関

山
尾

関
山

尾
関

山

江
津

江
津

江
津

江
津

江
津

江
津

江
津

江
津

江
津

14
00

14
00

14
00

14
00

14
00

14
00

14
00

14
00

14
00

22
00

22
00

22
00

22
00

22
00

22
00

22
00

22
00

22
0021
00

21
00

21
00

21
00

21
00

21
00

21
00

21
00

21
00

高
野
観
測
所

高
野
観
測
所

高
野
観
測
所

高
野
観
測
所

高
野
観
測
所

高
野
観
測
所

高
野
観
測
所

高
野
観
測
所

高
野
観
測
所

川
本
観
測
所

川
本
観
測
所

川
本
観
測
所

川
本
観
測
所

川
本
観
測
所

川
本
観
測
所

川
本
観
測
所

川
本
観
測
所

川
本
観
測
所

島
根

県

広
島

県

凡
　

例

県
境

凡
　

例

県
境

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

3
5
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2
月

月降水量(mm)

川
本

平
均

降
水

量
高

野
平

均
降

水
量

年
平

均
降

水
量

　
流

域
平

均
：

約
1
,
7
5
0
m
m

　
全

国
平

均
：

約
1
,
7
0
0
m
m

平
均
月
別

降
水
量
(
1
9
9
7
～

2
0
0
6
の

1
0
年
間

)
 

年
間
降
雨

量
分
布

図
(
1
9
7
2
～
2
0
0
6
年
の
3
5
年

平
均
値
)
 

降
雨
特
性

 
江

の
川

上
流

部
流

域

馬
洗

川
流

域

西
城

川
流

域

島
根
県

広
島
県

日
本
海

江
の

川
上

流
部

流
域

馬
洗

川
流

域

西
城

川
流

域

江
の

川
上

流
部

流
域

馬
洗

川
流

域

西
城

川
流

域

島
根
県

広
島
県

日
本
海

流
域

界
想

定
氾

濫
区

域
流

域
界

想
定

氾
濫

区
域

流
域

界
想

定
氾

濫
区

域
流

域
界

想
定

氾
濫

区
域

流
域

図
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洪
水

時
の

河
川

水
位

洪
水

時
の

河
川

水
位

江
の

川
狭

窄
部

中
流

部
の

高
い

堤
防

ひ
と

た
び

洪
水

が
起

き
れ

ば
一
気
に

1
0
m
を

越
え

る
水

位
上

昇

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

江 の 川

J
R

三
江

線

J
R

三
次

駅

三
次

市
防

災
セ

ン
タ

ー

三
次

地
区

医
療

セ
ン

タ
ー

三
次

市
役

所

備
北

地
区

消
防

組
合

消
防

本
部

事
業

の
目

的
・
必

要
性

（
江

の
川

の
特

徴
）

■
江
津
市
街
地
や
三
次
市
街
地
の
大
部
分
は
、
地
盤
高
が
江
の
川
の
洪
水
時
の
河
川
水
位
よ
り
低
く
、
人
口
・
資
産
等
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
氾
濫
時
に
は
甚
大
な
被
害
が
発

生
。
三
川
合
流
点
下
流
か
ら
続
く
中
流
部
の
山
間
狭
隘
部
は
、
氾
濫
源
が
高
い
堤
防
で
囲
ま
れ
る
と
と
も
に
、
洪
水
時
に
は
水
位
が
急
上
昇

■
国
管
理
は
、
上
流
三
次
市
、
下
流
江
津
市
か
ら
は
じ
ま
り
、
昭
和
4
7
年
7
月
洪
水
を
契
機
に
中
流
部
を
延
伸
、
S
5
3
に
県
境
区
間
を
編
入
し
、
河
口
か
ら
土
師

ダ
ム
ま
で
の
一
連

が
つ
な
が
り
一
元
管
理
と
な
る

●

●
●

●
●

●

●
●

●
●

江
津

邑
智

消
防

組
合

消
防

本
部

JR
江

津
駅

江
津

市
役

所

江
津

総
合

病
院

島
根

県
済

生
会

高
砂

病
院

重
要

な
公

共
施

設
等

・
行

政
機

関
江

津
市

役
所

、
桜

江
庁

舎
、

川
本

町
役

場
、

美
郷

町
役
場
大

和
事

務
所

島
根

県
川

本
合

同
庁

舎
、

江
津

邑
智

消
防

組
合

消
防

本
部
、

川
本

消
防
署

三
次

市
役

所
、

安
芸

高
田

市
役

所
、

三
次

警
察

署
、

安
芸
高

田
警

察
署

備
北

地
区

消
防

組
合

消
防

本
部

、
安

芸
高

田
市

消
防

本
部

A
－

A
’
断

面

・
医

療
・

福
祉

施
設

江
津

総
合

病
院

、
島

根
県

済
生

会
高

砂
病

院
、

三
次

地
区
医

療
セ

ン
タ
ー

吉
田

総
合

病
院

・
交

通
網

Ｊ
Ｒ

山
陰

本
線

、
Ｊ

Ｒ
三

江
線

、
Ｊ

Ｒ
芸

備
線

国
道

9号
、

2
6
1号

、
5
4号

、
1
8
3号

、
1
8
4号

、
3
7
5号

、
江

津
バ

イ
パ

ス
中

国
縦

貫
自

動
車

道
江

津
港

B
－

B
’
断

面

国
管
理
区

間
の

変
遷

1
7
9
K

浜
原

ダ
ム

土
師

ダ
ム

1
3
6
K

5
K
8馬

洗
川

西
城

川

神
野

瀬
川

5
k
5

江
の

川
取

水
堰

灰
塚

ダ
ム

上
下

川

1
k
3

1
k
1

1
6
K
6

3
1
K
4

3
9
K
2

5
5
K
8

7
6
K
5

浜
田

河
川

国
道

事
務

所
管

内

三
次

河
川

国
道

事
務

所
管

内

1
1
3
K
5

日
本

海

凡
例

S
4
1
国

管
理

区
間

編
入

S
4
9
国

管
理

区
間

編
入

S
5
2
国

管
理

区
間

編
入

三
次

河
川

国
道

管
内

凡
例

S
4
4
国

管
理

区
間

編
入

S
4
6
国

管
理

区
間

編
入

S
4
8
国

管
理

区
間

編
入

S
4
9
国

管
理

区
間

編
入

S
5
2
国

管
理

区
間

編
入

S
5
3
国

管
理

区
間

編
入

浜
田

河
川

国
道

管
内

江
津

市
街

地

三
次

市
街

地

6



島
根

県

広
島

県

日
本

海
基

準
地

点
：
江

津
基

準
地

点
：
尾

関
山

事
業

の
目

的
・
必

要
性

（
過

去
の

洪
水

被
害

）

堤
防

決
壊

昭
和

４
７

年
７

月
洪

水
三

次
市

十
日

市
地

区

平
成

１
８

年
９

月
洪

水
安

芸
高

田
市

国
司

地
区

【
主

な
洪

水
被

害
】

【
家

屋
被

害
の

出
典

】
S
4
7
.7

：
昭

和
4
7
年

7
月

豪
雨

災
害

誌
そ

の
他

：
水

害
統

計

■
戦

後
大
の
昭
和
4
7
年
7
月
洪
水
で
は
、
1
4
,
0
0
0
戸

を
超

え
る

家
屋

浸
水

被
害

が
発

生
。

三
次

市
街
地

で
は

堤
防

の
決

壊
に

よ
り

甚
大

な
被

害
が

発
生

■
近

年
に
お
い
て
も
平
成
1
8
年
7
月
、
9
月
、
平
成
2
2
年

7
月

洪
水

に
よ

り
、

家
屋

浸
水

被
害

が
頻

発

昭
和

５
８

年
７

月
洪

水
江

津
市

桜
江

町

平
成

２
２

年
７

月
洪

水
三

次
市

旭
地

区

洪
水

名
２

日
間

雨
量

（
m

m
）

最
大

流
量

（
m

3
/
s）

全
壊

・
半

壊
流

失
家

屋
数

（
棟

）

浸
水

家
屋

数
（
棟

）
江

津
尾

関
山

江
津

（
川

平
）

尾
関

山
合

計
床

上
浸

水
床

下
浸

水

昭
和

4
7
年

7
月

3
6
2

3
4
6

1
0
,2

0
0

6
,9

0
0

3
,9

6
0

1
4
,0

6
3

6
,2

0
2

7
,8

6
1

昭
和

5
8
年

7
月

2
0
2

1
5
8

7
,5

0
0

4
,6

0
0

2
0
6

3
,5

1
7

1
,1

1
5

2
,4

0
2

平
成

1
1
年

6
月

1
4
4

1
3
4

6
,3

0
0

5
,2

0
0

-
2
8
8

3
5

2
5
3

平
成

1
8
年

7
月

1
7
7

1
4
9

6
,7

0
0

3
,4

0
0

-
1
5
3

8
1
4
5

平
成

1
8
年

9
月

1
0
4

1
3
2

3
,2

0
0

2
,4

0
0

3
2
5
3

7
7

1
7
6

平
成

2
2
年

7
月

1
6
8

1
7
8

5
,8

0
0

3
,7

0
0

-
5
7

2
1

3
6

7



現
状

と
課

題
①

（
こ

れ
ま

で
の

主
な

治
水

対
策

と
今

後
の

課
題

）

浜
田

管
内

：
整

備
済

み
の

地
区

：
暫

定
堤

の
区

間
：
未

整
備

の
地

区

■
浜

田
管
内
で
は
、
昭
和
4
4
年
の
国
管
理
開
始
以

降
、

江
津

市
街

地
の

築
堤

を
実

施
。

昭
和

4
7
年

7
月
洪

水
を

契
機

と
し

て
家

屋
の

浸
水

被
害

防
止

対
策

を
目

的
に

「
宅
地
嵩
上
げ
」
や
「
輪
中
堤
整
備
」
に
よ
る

土
地

利
用

一
体

型
水

防
災

事
業

等
を

重
点

的
に
実

施
■
山

間
狭
隘
部
の
河
岸
段
丘
に
小
集
落
が
点
在
し
、

計
画

高
水

位
よ

り
低

い
平

地
に

家
屋

が
点

在
。
昭

和
4
7
年

7
月

、
昭

和
5
8
年

7
月

洪
水

に
よ

る
浸

水
被

害
が

発
生

し
た
箇
所
に
お
い
て
も
、
多
く
の
未
対
策
箇
所

が
存

在

水
防

災
対

策
（
邑

智
郡

美
郷

町
吾

郷
地

区
）

尾
原

地
区

■
江

の
川
の
山
間
狭

隘
部

に
点

在
す
る
小
集

落
の

治
水

対
策
と
し
て

、
土

地
利

用
形
態
を
考

慮
し
、

地
域

住
民
の
合
意

形
成

を
も

と
に
「
宅
地

嵩
上

げ
」

や
「
輪
中
堤

整
備
」

に
よ

る
家
屋
浸
水

対
策

と
し

て
、
土
地
利

用
一

体
型

水
防
災
事
業

を
推

進

水
防

災
対

策
（
邑

智
郡

美
郷

町
市

井
原

地
区

）

事
業

実
施

前

事
業

実
施

後
事

業
実

施
後

事
業

実
施

前

事
業

実
施

後

事
業

実
施

前

8



■
三

次
管
内
で
は
、
昭
和
4
1
年
の
国
管
理
開
始
以

降
、

昭
和

4
7
年

7
月

洪
水

を
契

機
と

し
て

、
三

次
市
街

地
を

中
心

に
築

堤
、

引
堤

、
河

道
掘

削
、

内
水

対
策

等
を

実
施
。
ま
た
、
抜
本
的
な
治
水
対
策
と
し
て
、

土
師

ダ
ム

（
S
4
9
完

成
）

、
灰

塚
ダ

ム
(
H
1
8
完

成
）

を
建

設
■
土

師
ダ
ム
、
灰
塚
ダ
ム
の
建
設
等
に
よ
り
、
一
定

の
治

水
効

果
が

発
揮

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
近
年

で
は

江
の

川
本

川
上

流
部

や
支

川
神

野
瀬

川
等

の
無

堤
地

区
に

お
い
て
家
屋
の
浸
水
被
害
が
頻
発

現
状

と
課

題
②

（
こ

れ
ま

で
の

主
な

治
水

対
策

と
今

後
の

課
題

）

三
次

管
内

：
整

備
済

み
の

地
区

：
暫

定
堤

の
区

間
：
未

整
備

の
地

区

平
成

18
年

度
完

成

灰
塚

ダ
ム

（
三

次
市

三
良

坂
町

）

毘
沙

門
橋

16
7ｋ

00
0

16
7ｋ

00
0

吉
田

水
位

観
測

所

築
堤

・
河

道
拡

幅

堤
防

整
備

・
河

道
拡

幅
（
安

芸
高

田
市

吉
田

町
）

事
業

実
施

前

事
業

実
施

後 河
道

拡
幅

内
水

対
策

：
排

水
機

場
整

備
（
三

次
市

十
日

市
西

）

土
師

ダ
ム

（
安

芸
高

田
市

八
千

代
町

）
昭

和
49

年
度

完
成

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

整
備

（
三

次
市

十
日

市
東

）

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

馬
洗

川

十
日

市
排

水
機

場

北
溝

川
排

水
機

場

9



事
業

の
整

備
目

標
・
整

備
期

間
・
実

施
内

容
①

■
整

備
目

標

戦
後

大
の

流
量

を
記

録
し

た
昭

和
4
7
年

7
月

洪
水

が
再

び
発

生
し

た
場

合
で

も
、

家
屋

の
浸

水
被

害
を

防
止

又
は

軽
減

■
整

備
期

間

整
備

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
期

間
と

し
て

概
ね

5
0
年

間
を

整
備

期
間

と
し

て
設

定

■
実

施
内

容

整
備

期
間

内
に

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
事

業
箇

所
を

選
定

川
越

地
区

左
岸

26
k付

近

江
の

川

堤
防

整
備

24
.0

k

大
貫

地
区

右
岸

24
k付

近

堤
防

整
備

25
.6

k

：
当

面
6
年

間
の

実
施

予
定

箇
所

：
そ

の
後

実
施

を
予

定
し

て
い

る
箇

所

江
の

川

水
防

災
川

平
地

区

9.
0k

堤
防

整
備

江
の

川

74
.4

k

都
賀

西
地

区
左

岸
74

k付
近

左
岸

右
岸

浜
田

管
内

堤
防

整
備

左
岸

右
岸

堤
防

整
備

左
岸

右
岸

堤
防

整
備

左
岸

右
岸

川
平

地
区

左
岸

9k
付

近

宅
地

嵩
上

げ

※
そ

の
後

の
実

施
を

予
定

し
て

い
る

地
区

の
主

な
実

施
内

容
は

堤
防

整
備

等
を

予
定

5.
4k

江
の

川

堤
防

整
備 江

の
川

八
神

地
区

右
岸

5k
付

近

左
岸

右
岸

堤
防

整
備

大
貫

地
区

川
越

地
区

八
神

地
区

都
賀

西
地

区

10



旭
地

区
左

岸
14

5k
付

近
（
前

回
評

価
後

に
完

成
）

堤
防

整
備

堤
防

整
備

江
の

川

門
田

地
区

右
岸

12
5k

付
近

：
当

面
6
年

間
の

実
施

予
定

箇
所

：
そ

の
後

実
施

を
予

定
し

て
い

る
地

区

12
5.

0k

事
業

の
整

備
目

標
・
整

備
期

間
・
実

施
内

容
②

堤
防

整
備

（
完

成
）

江
の

川

左
岸

右
岸

左
岸

右
岸

三
次

管
内

堤
防

整
備

※
そ

の
後

の
実

施
を

予
定

し
て

い
る

地
区

の
主

な
実

施
内

容
は

堤
防

整
備

等
を

予
定

門
田

地
区

旭
地

区

11



江
津

市
八

神

江
津

市
田

野
村

6k
00

0

JR
三

江
線

江
の

川

6k
00

0

7k
00

0
7k

00
0

実
施

箇
所

H
.W

.L

盛
土

護
岸

堤
防

整
備

（
八

神
）

事
業

実
施

し
て

い
る

地
区

①

施
工

イ
メ

ー
ジ

江
津

市
八

神

江
津

市
田

野
村

江
津

市
八

神

実
施

箇
所

実
施

箇
所

江
の

川

6k
00

0

6k
00

0

5k
00

0
5k

00
0

4k
80

0

4k
80

0

12



H
.W

.L
護

岸
盛

土江
津

市
川

越

24
k0

00
24

k0
00

JR
三

江
線

川
越

大
橋

田
津

谷
川

江
津

市
大

貫 R
26

1

25
k0

00
25

k0
00 23

k8
00

23
k8

00

江
の

川

江
の

川

江
の

川

堤
防

整
備

（
大

貫
）

堤
防

整
備

（
川

越
）

施
工

前
施

工
後

事
業

実
施

し
て

い
る

地
区

②

26
k4

00

26
k2

00
江

津
市

川
越

江
津

市
坂

本26
k4

00

26
k2

00

26
k2

00
26

k2
00 R

26
1

事
業

箇
所

事
業

箇
所

2
5.
8
6

2
5
.9
3

2
6.
4
8

27
.3
7

遮
断

機

標
識

標
識

標
識

遮
断

2
6.
7
0

空
気

弁

2
6
.5
9

2
7
.
06

26
.
6
9

2
6
.8
4

標
識

標
識

標
識

26
.
3
7

2
6.
1
5

2
6
.3
4

2
6
.
19

2
6
.5
0

2
5.
9
6

川
越
(
二
）
幹

2
2

工
3
3

2
5.
8
2

26
.
1
5

32
.
0
8

H=
26
.
98
6

ET
.1
-1

2
3K
9

川
越
陸
閘

門

川
越
堤
防

至
：

三
次

至
：
江
津

Ｊ
Ｒ

三
江

線

川
越
陸
閘
門

施
工

前
施

工
後

イ
メ
ー
ジ
図

13



H
.W

.L
護

岸
盛

土
盛

土

12
5k

40
0

第
二

可
愛

川
橋

梁

式
敷

大
橋

三
次

市
作

木
町

門
田

堤
防

整
備

（
門

田
）

事
業

実
施

し
て

い
る

地
区

③

施
工

前
施

工
後

江
の

川
江

の
川

ド
レ

ー
ン

盛
土

H
.W

.L

JR
三

江
線

美
郷

町
都

賀
本

郷

都
賀

大
橋

75
k0

00
75

k0
00

美
郷

町
都

賀
西

74
k0

00
74

k0
00

美
郷

町
上

野

74
k1

00
74

k1
00

江
の

川

江
の

川
江

の
川

堤
防

整
備

（
都

賀
西

）

施
工

前
施

工
後

事
業

箇
所

事
業

箇
所

12
5k

40
0

12
5k

00
0

12
5k

00
0

12
4k

80
0

12
4k

80
0 江

の
川

12
5k

20
0

12
5k

20
0

12
5k

30
0

12
5k

30
0

14



事
業

実
施

し
て

い
る

地
区

④

土
地

利
用

一
体

型
水

防
災

事
業

（
川

平
）

H
.W

.L

護
岸

盛
土

掘
削

江
津

市
市

村

9k
00

0

9k
00

0

江
津

市
川

平
松

川
橋

奥
谷

川

9k
60

0
9k

60
0

9k
40

0
9k

40
0

9k
20

0
9k

20
0

江
の

川

実
施

箇
所

江
の

川

施
工

前
江

の
川

施
工

後

地
盤

改
良

盛
土

の
施

工
状

況
施

工
イ

メ
ー

ジ

15



堤
防

整
備

（
旭

）

盛
土

護
岸

H
.W

.L

事
業

完
了

地
区

江
の

川

施
工

前

施
工

後

江
の

川

江
の

川

中
国

自
動

車
道

14
4k

20
0

14
4k

20
0

14
4k

40
0

14
4k

40
0

14
4k

60
0

14
4k

60
0

14
4k

80
0

14
4k

80
0

旭

事
業

箇
所

江
の

川

盛
土

の
施

工
状

況

16



事
業

の
費

用
対

効
果

分
析

費
用

便
益

比
（

B
/
C
）

算
出

の
流

れ

確
率

降
雨

規
模

毎
の

は
ん

濫
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン

（
事

業
実

施
前

後
）

確
率

降
雨

規
模

毎
の

想
定

被
害

額
の

算
出

年
平

均
被

害
軽

減
期

待
額

の
算

出

残
存

価
値

の
設

定

総
便

益
【

B
】

の
算

出

総
費

用
【

C
】

総
事

業
費

の
算

出

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【

C
】

の
算

出

費
用

便
益

比
【

B
/
C
】

の
算

出

総
便

益
【

B
】

17



事
業

実
施
前

注
意

：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定
注

意
：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定
注

意
：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定

浸
水

世
帯

数
2
,
6
3
5
世

帯

浸
水

面
積

1
,
3
8
7
h
a

被
害

額
1
,
77
1億

円

浸
水

世
帯

数
1
,
1
3
2
世

帯

浸
水

面
積

8
2
4
h
a

被
害

額
8
0
4
億

円

事
業

実
施

後

①
事

業
効

果
■
（
例
）
1
/
3
0
確
率
相
当
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
、
現
状
と
全
体
事
業
完
成
後
と
の
発
生
被
害
を
比
較

浸
水

世
帯

数
2
,
5
6
0
世

帯

浸
水

面
積

1
,
3
4
7
h
a

被
害

額
1
,
59
0億

円

注
意

：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定
注

意
：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定
注

意
：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定

基
準

地
点

：
尾

関
山

基
準

地
点

：
江

津

旭
船

所

米
丸

旭
船

所
米

丸

基
準

地
点

：
尾

関
山

基
準

地
点

：
江

津

川
平

田
津

都
賀

西

門
田

川
平

田
津

都
賀

西 旭
船

所

米
丸

旭
船

所
米

丸

江
の

川
直

轄
河

川
改

修
事

業
（
全

体
事

業
）
【

H
2
7
 ～

H
7
6
 】

門
田

18



1
/
2

0
.
5
0
0
0
0

0
0

0
－

－
－

－
－

－
0

1
/
5

0
.
2
0
0
0
0

4
,
7
8
9

4
4
,
7
8
5

2
,
3
9
3

0
.
3
0
0
0

7
1
8

7
1
8

1
/
1
0

0
.
1
0
0
0
0

3
6
,
1
8
6

4
1
2

3
5
,
7
7
4

2
0
,
2
8
0

0
.
1
0
0
0

2
,
0
2
8

2
,
7
4
6

1
/
3
0

0
.
0
3
3
3
3

1
4
7
,
4
2
7

7
4
,
5
0
2

7
2
,
9
2
5

5
4
,
3
5
0

0
.
0
6
6
7

3
,
6
2
5

6
,
3
7
1

1
/
5
0

0
.
0
2
0
0
0

2
6
2
,
9
9
1

2
2
2
,
2
1
0

4
0
,
7
8
1

5
6
,
8
5
3

0
.
0
1
3
3

7
5
6

7
,
1
2
7

1
/
8
0

0
.
0
1
2
5
0

5
5
6
,
2
2
2

5
2
9
,
6
4
4

2
6
,
5
7
8

3
3
,
6
8
0

0
.
0
0
7
5

2
5
3

7
,
3
8
0

1
/
1
0
0

0
.
0
1
0
0
0

6
5
0
,
2
4
1

6
2
1
,
8
2
3

2
8
,
4
1
8

2
7
,
4
9
8

0
.
0
0
2
5

6
9

7
,
4
4
9

確
率

規
模

超
過

確
率

被
　

　
害

　
　

額
区

間
平

均
被

害
額

④

年
平

均
被

害
額

④
×

⑤

年
平

均
被

害
額

の
累

計
=
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

額

事
業

を
実

施
し

な
い

場
合

①

事
業

を
実

施
し

た
場

合
②

被
害

軽
減

額
(
①

－
②

)
③

区
間

確
率

⑤

1
/
2

0
.
5
0
0
0
0

0
0

0
－

－
－

－
－

－
0

1
/
5

0
.
2
0
0
0
0

8
0

1
7
9

4
0

0
.
3
0
0
0

1
2

1
2

1
/
1
0

0
.
1
0
0
0
0

8
4
2

2
8
4
0

4
6
0

0
.
1
0
0
0

4
6

5
8

1
/
3
0

0
.
0
3
3
3
3

1
1
,
6
1
0

5
,
9
4
1

5
,
6
6
9

3
,
2
5
5

0
.
0
6
6
7

2
1
7

2
7
5

1
/
5
0

0
.
0
2
0
0
0

1
7
,
0
0
7

1
0
,
4
7
8

6
,
5
2
9

6
,
0
9
9

0
.
0
1
3
3

8
1

3
5
6

1
/
8
0

0
.
0
1
2
5
0

4
4
,
9
7
1

4
3
,
3
6
7

1
,
6
0
4

4
,
0
6
7

0
.
0
0
7
5

3
0

3
8
6

確
率

規
模

超
過

確
率

被
　

　
害

　
　

額
区

間
平

均
被

害
額

④

年
平

均
被

害
額

④
×

⑤

年
平

均
被

害
額

の
累

計
=
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

額

事
業

を
実

施
し

な
い

場
合

①

事
業

を
実

施
し

た
場

合
②

被
害

軽
減

額
(
①

－
②

)
③

区
間

確
率

⑤

0

2
,0
0
0

4
,0
0
0

6
,0
0
0

8
,0
0
0

被害額（億円）

事
業

を
実

施

し
な

い
場

合
①

事
業

を
実

施
し

た

場
合

②

軽
減

額

③
=
①

-
②

1
/
1
0

1
/
3
0

1
/
5
0

1
/
8
0

1
/
1
0
0

1
/
5

0
.0
0

0
.1
0

0
.2
0

0
.3
0

0
.4
0

生起確率

1
/
1
0

1
/
3
0

1
/
5
0

1
/
8
0

1
/
1
0
0

1
/
5

0

2
0
0

4
0
0

6
0
0

被害額（億円）

事
業

を
実

施

し
な

い
場

合
①

事
業

を
実

施
し

た

場
合

②

軽
減

額

③
=
①

-
②

1
/
1
0

1
/
3
0

1
/
5
0

1
/
8
0

1
/
5

0
.0

0

0
.1

0

0
.2

0

0
.3

0

0
.4

0

生起確率

1
/
1

1
/
3
0

1
/
5
0

1
/
8
0

1
/
5

計
画

1
/
8
0
の

区
間

計
画

1
/
1
0
0
の

区
間

■
計
画
規
模
1
/
1
0
0
年
確
率
を

大
と
し
て
７
ケ
ー
ス
検
討
（
1
/
2
年
、
1
/
5
年
、
1
/
1
0
年
、
1
/
3
0
年
、
1
/
5
0
年
、
1
/
8
0
年
、
1
/
10
0
年
）

■
年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額

約
７
８
億
円

②
便

益
の

算
出

方
法

（
単

位
：
百

万
円

）

年
平

均
被

害
軽

減
期

待
額

発
生

頻
度

多
い

発
生

頻
度

少
な

い

被
害

小
さ

い

被
害

大
き

い

（
単

位
：
百

万
円

）

発
生

頻
度

多
い

発
生

頻
度

少
な

い

被
害

大
き

い

年
平

均
被

害
の

合
計

7,
44

9+
38

6=
7,

83
5

被
害

小
さ

い

江
の

川
直

轄
河

川
改

修
事

業
（
全

体
事

業
）
【

H
2
7
 ～

H
7
6
 】
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4
,0

0
0

2
,0

0
00

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

1
0,

0
0
0

H27

H29

H31

H33

H35

H37

H39

H41

H43

H45

H47

H49

H51

H53

H55

H57

H59

H61

H63

H65

H67

H69

H71

H73

H75

H77

H79

H81

H83

H85

H87

H89

H91

H93

H95

H97

H99

H101

H103

H105

H107

H109

H111

H113

H115

H117

H119

H121

H123

H125

便益（B）年平均被害軽減期待額

便
益

(河
川

）
河

川
事

業
費

河
川

維
持

管
理

費
便

益
現

在
価

値
（
T
o
ta

l)

事
業

費
現

在
価

値
（
T
o
ta

l)

項
　

目
全

体
事

業
便

益
(B

1
)

8
4
0
億

円
  

 
残

存
価

値
(B

2
)

3
億

円
  

 
総

便
益

(B
=
B

1
+
B

2
)

8
4
3
億

円
  

 
建

設
費

(C
1
)

3
1
1
億

円
  

 
維

持
管

理
費

(C
2
)

1
7
億

円
  

 
総

費
用

(C
=
C

1
+
C

2
)

3
2
8
億

円
  

 
便

益
比

(B
/
C

)
2
.6

■
便

益
の

整
理

・
①

で
算

出
し
た
評
価

期
間
中
に
発
現
す
る
便

益
を

、
社

会
的

割
引

率
(
４

％
)
で

割
り

引
い

た
上

で
集

計

・
評

価
期

間
後
に
生
じ

る
残
存
価
値
を
算
定

■
費

用
の

整
理

・
今

後
見

込
ま
れ
る
事

業
費
、
維
持
管
理
費
に

つ
い

て
は

社
会

的
割

引
率

（
４

％
）
に

よ
っ

て
割

り
引

い
た

上
で

集
計

③
費

用
便

益
比

（
Ｂ

／
Ｃ

）
の

算
出

事
業

期
間

(H
2
7
～

H
7
6
）

事
業

完
了

後
評

価
期

間
(5

0
年

間
）

（
百

万
円

）

河
川

事
業

費

2
00

1
50

1
005
00

H27

H29

H31

H33

H35

H37

H39

H41

H43

H45

H47

H49

H51

H53

H55

H57

H59

H61

H63

H65

H67

H69

H71

H73

H75

H77

H79

H81

H83

H85

H87

H89

H91

H93

H95

H97

H99

H101

H103

H105

H107

H109

H111

H113

H115

H117

H119

H121

H123

H125

費用（C）事業費

河
川

維
持

管
理

費
維

持
管

理
費

現
在

価
値

（
T
o
ta

l)

維
持

管
理

費

維
持

管
理

費
拡

大
図

江
の

川
直

轄
河

川
改

修
事

業
（
全

体
事

業
）
【

H
2
7
 ～

H
7
6
 】
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注
意

：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定
注

意
：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定
注

意
：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定

浸
水

世
帯

数
2
,
4
8
3
世

帯

浸
水

面
積

1
,
2
8
1
h
a

被
害

額
1
,
53
3億

円

事
業

実
施

後

基
準

地
点

：
尾

関
山

基
準

地
点

：
江

津

①
事

業
効

果
■
（
例
）
1
/
3
0
確
率
相
当
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
、
現
状
と
当
面
６
年
間
完
成
後
と
の
発
生
被
害
を
比
較

事
業

実
施
前

注
意

：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定
注

意
：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定
注

意
：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定

基
準

地
点

：
尾

関
山

基
準

地
点

：
江

津

浸
水

世
帯

数
2
,
5
6
0
世

帯

浸
水

面
積

1
,
3
4
7
h
a

被
害

額
1
,
59
0億

円

旭
船

所

米
丸

旭
船

所
米

丸

川
平

都
賀

西

門
田

都
賀

西 旭
船

所

米
丸

旭
船

所
米

丸

川
平 門

田

江
の

川
直

轄
河

川
改

修
事

業
（
当

面
６

年
間

）
【

H
2
7
 ～

H
3
2
 】
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1
/
2

0
.
5
0
0
0
0

0
0

0
－

－
－

－
－

－
0

1
/
5

0
.
2
0
0
0
0

4
,
7
8
9

4
,
5
2
0

2
6
9

1
3
5

0
.
3
0
0
0

4
0

4
0

1
/
1
0

0
.
1
0
0
0
0

3
6
,
1
8
6

3
0
,
2
1
7

5
,
9
6
9

3
,
1
1
9

0
.
1
0
0
0

3
1
2

3
5
2

1
/
3
0

0
.
0
3
3
3
3

1
4
7
,
4
2
7

1
4
2
,
7
4
2

4
,
6
8
5

5
,
3
2
7

0
.
0
6
6
7

3
5
5

7
0
7

1
/
5
0

0
.
0
2
0
0
0

2
6
2
,
9
9
1

2
5
9
,
7
7
2

3
,
2
1
9

3
,
9
5
2

0
.
0
1
3
3

5
3

7
6
0

1
/
8
0

0
.
0
1
2
5
0

5
5
6
,
2
2
2

5
5
2
,
2
8
0

3
,
9
4
2

3
,
5
8
1

0
.
0
0
7
5

2
7

7
8
7

1
/
1
0
0

0
.
0
1
0
0
0

6
5
0
,
2
4
1

6
4
6
,
3
9
7

3
,
8
4
4

3
,
8
9
3

0
.
0
0
2
5

1
0

7
9
7

確
率

規
模

超
過

確
率

被
　

　
害

　
　

額
区

間
平

均
被

害
額

④

年
平

均
被

害
額

④
×

⑤

年
平

均
被

害
額

の
累

計
=
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

額

事
業

を
実

施
し

な
い

場
合

①

事
業

を
実

施
し

た
場

合
②

被
害

軽
減

額
(
①

－
②

)
③

区
間

確
率

⑤

0
.0
0

0
.1
0

0
.2
0

0
.3
0

0
.4
0

生起確率

1
/
1
0

1
/
3
0

1
/
5
0

1
/
8
0

1
/
1
0
0

1
/
5

0

2
,0
0
0

4
,0
0
0

6
,0
0
0

8
,0
0
0

被害額（億円）

事
業

を
実

施

し
な

い
場

合
①

事
業

を
実

施
し

た

場
合

②

軽
減

額

③
=
①

-
②

1
/
1
0

1
/
3
0

1
/
5
0

1
/
8
0

1
/
1
0
0

1
/
5

0

2
00

4
00

6
00

被害額（億円）

事
業

を
実

施

し
な

い
場

合
①

事
業

を
実

施
し

た

場
合

②

軽
減

額

③
=
①

-
②

1
/
1
0

1
/
3
0

1
/
5
0

1
/
8
0

1
/
5

0
.0

0

0
.1

0

0
.2

0

0
.3

0

0
.4

0

生起確率

1
/
1

1
/
3
0

1
/
5
0

1
/
8
0

1
/
5

1
/
2

0
.
5
0
0
0
0

0
0

0
－

－
－

－
－

－
0

1
/
5

0
.
2
0
0
0
0

8
0

2
2

5
8

2
9

0
.
3
0
0
0

9
9

1
/
1
0

0
.
1
0
0
0
0

8
4
2

5
5
5

2
8
7

1
7
3

0
.
1
0
0
0

1
7

2
6

1
/
3
0

0
.
0
3
3
3
3

1
1
,
6
1
0

1
0
,
6
0
2

1
,
0
0
8

6
4
8

0
.
0
6
6
7

4
3

6
9

1
/
5
0

0
.
0
2
0
0
0

1
7
,
0
0
7

1
6
,
4
3
9

5
6
8

7
8
8

0
.
0
1
3
3

1
0

7
9

1
/
8
0

0
.
0
1
2
5
0

4
4
,
9
7
1

4
4
,
7
1
4

2
5
7

4
1
3

0
.
0
0
7
5

3
8
2

年
平

均
被

害
額

④
×

⑤

年
平

均
被

害
額

の
累

計
=
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

額

事
業

を
実

施
し

な
い

場
合

①

事
業

を
実

施
し

た
場

合
②

被
害

軽
減

額
(
①

－
②

)
③

区
間

確
率

⑤
確

率
規

模
超

過
確

率

被
　

　
害

　
　

額
区

間
平

均
被

害
額

④

■
計
画
規
模
1
/
1
0
0
年
確
率
を

大
と
し
て
７
ケ
ー
ス
検
討
（
1
/
2
年
、
1
/
5
年
、
1
/
1
0
年
、
1
/
3
0
年
、
1
/
5
0
年
、
1
/
8
0
年
、
1
/
10
0
年
）

■
年
平
均
被
害
軽
減
期
待
額

約
９
億
円

②
便

益
の

算
出

方
法

年
平

均
被

害
軽

減
期

待
額

年
平

均
被

害
の

合
計

79
7+

82
=8

79

計
画

1
/
8
0
の

区
間

計
画

1
/
1
0
0
の

区
間

（
単

位
：
百

万
円

）
（
単

位
：
百

万
円

）

発
生

頻
度

多
い

発
生

頻
度

少
な

い

被
害

小
さ

い

被
害

大
き

い

発
生

頻
度

多
い

発
生

頻
度

少
な

い

被
害

小
さ

い

被
害

大
き

い

江
の

川
直

轄
河

川
改

修
事

業
（
当

面
６

年
間

）
【

H
2
7
 ～

H
3
2
 】
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0
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1
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H41
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H45

H47
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H53

H55
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H59

H61

H63

H65

H67

H69
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H73
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H77

H79

H81

便益（B）年平均被害軽減期待額

便
益

(河
川

）
河

川
事

業
費

河
川

維
持

管
理

費
便

益
現

在
価

値
（
T
o
ta

l)

事
業

費
現

在
価

値
（
T
o
ta

l)

■
便

益
の

整
理

・
①

で
算

出
し
た
評
価

期
間
中
に
発
現
す
る
便

益
を

、
社

会
的

割
引

率
(
４

％
)
で

割
り

引
い

た
上

で
集

計

・
評

価
期

間
後
に
生
じ

る
残
存
価
値
を
算
定

■
費

用
の

整
理

・
今

後
見

込
ま
れ
る
事

業
費
、
維
持
管
理
費
に

つ
い

て
は

社
会

的
割

引
率

（
４

％
）
に

よ
っ

て
割

り
引

い
た

上
で

集
計

③
費

用
便

益
比

（
Ｂ

／
Ｃ

）
の

算
出

河
川

事
業

費

事
業

期
間

(H
2
7
～

H
3
2
）

事
業

完
了

後
評

価
期

間
(5

0
年

間
）

（
百

万
円

）

江
の

川
直

轄
河

川
改

修
事

業
（
当

面
６

年
間

）
【

H
2
7
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H
3
2
 】
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費用（C）事業費

河
川

維
持

管
理

費
維

持
管

理
費

現
在

価
値

（T
o
ta

l)

維
持

管
理

費

維
持

管
理

費
拡

大
図

項
　

目
当

面
事

業
便

益
(B

1
)

1
6
5
億

円
  

 
残

存
価

値
(B

2
)

4
億

円
  

 
総

便
益

(B
=
B

1
+
B

2
)

1
6
9
億

円
  

 
建

設
費

(C
1
)

1
1
0
億

円
  

 
維

持
管

理
費

(C
2
)

3
億

円
  

 
総

費
用

(C
=
C

1
+
C

2
)

1
1
3
億

円
  

 
便

益
比

(B
/
C

)
1
.5
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注
意

：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定

基
準

地
点

：
尾

関
山

基
準

地
点

：
江

津

事
業

実
施

前

川
平

田
津

門
田

旭
船

所

米
丸

旭
船

所
米

丸

都
賀

西

貨
幣

換
算

が
困

難
な

効
果

等
に

よ
る

評
価

■
「

水
害
の
被
害
指
標
分
析
の
手
引
き
」
に
準
じ
て

河
川

整
備

に
よ

る
「

人
的

被
害

」
の

軽
減

効
果
を

算
定

■
対

象
洪
水
は
、
整
備
目
標
流
量
の
洪
水
に
対
し
て

評
価

を
実

施

■
整

備
目
標
流
量
の
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
、
江
の

川
流

域
で

想
定

死
者

数
が

3
3
8
（

避
難

率
4
0
%
）
と

想
定

さ
れ

る
が

、
事

業
実

施
に

よ
り

軽
減

さ
れ

る

浸
水

面
積

整
備

前

整
備

後

1,
34

7h
a

82
4h

a

注
意

：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定

浸
水
に
よ

る
想

定
死
者

数
を

避
難
率

別
に

推
計
す

る
。

・
計
算
メ

ッ
シ

ュ
ご
と

に
、

年
齢
別

（
6
5
歳
以

上
、
未
満

）
、
居

住
す

る
住
宅

の
階

数
別
（

1
階

、
2階

、
3
階

以
上

）
に

分
類

し
た

人
口

に
危

険
度

を
乗

じ
た

値
の

総
和

か
ら

想
定

死
者

数
を

算
出

す
る
。

・
既
往
水

害
に

お
け
る

避
難

率
は
大

き
な

幅
が
あ

る
た

め
、
避

難
率

は
0
%
、

4
0
%
、

8
0
%
の
3
つ
の

ケ
ー
ス
を

設
定

す
る
。

56
3

33
8

11
3

33
4

20
0

67

0

20
0

40
0

60
0

80
0

避
難

率
=0

％
避

難
率
=4
0％

避
難

率
=8
0％

現
況

整
備

後
想

定
死

者
数

「
想

定
死

者
数
」

の
考
え
方

（
人

）

基
準

地
点

：
尾

関
山

基
準

地
点

：
江

津

事
業

実
施

後

川
平

田
津

旭
船

所

米
丸

旭
船

所
米

丸

都
賀

西

整
備
目
標
流
量
の
洪
水
に
お
け
る
想
定
死
者
数

門
田
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5,
30
1

2,
61
2

0

1,
00
0

2,
00
0

3,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

6,
00
0

7,
00
0

電
力

停
止

に
よ

る
影

響
人

口

現
況

整
備

後

基
準

地
点

：
尾

関
山

基
準

地
点

：
江

津
注

意
：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定

基
準

地
点

：
尾

関
山

基
準

地
点

：
江

津

事
業

実
施

後
事

業
実

施
前

貨
幣

換
算

が
困

難
な

効
果

等
に

よ
る

評
価

浸
水
に
よ

り
停

電
が
発

生
す

る
住
宅

等
の

居
住
者

数
を

推
計

す
る

。

・
浸
水
深

7
0
c
m
で

コ
ン

セ
ン
ト

（
床
高

5
0
c
m
＋
コ

ン
セ
ン
ト

設
置

高
2
0
c
m
）

に
達

し
、

屋
内

配
線

が
停
電
す

る
。

・
浸

水
深

1
0
0
c
m
以

上
で

、
地

上
に

設
置

さ
れ

た
受

変
電

設
備

（
6
,
6
0
0
V
等

の
高

圧
で

受
電

し
た

電
気
を
使

用
に

適
し
た

電
圧

ま
で
降

下
さ

せ
る
設

備
）

及
び

地
中

線
と

接
続

さ
れ

た
路

上
開

閉
器

が
浸
水

す
る

た
め
、

集
合

住
宅
等

の
棟

全
体
が

停
電

す
る

場
合

が
あ

る
。

・
浸

水
深

3
4
0
c
m
以

上
で

、
受

変
電

設
備

等
の

浸
水

に
よ

り
棟

全
体

が
停

電
と

な
ら

な
い

集
合

住
宅

に
お
い

て
は

、
浸
水

深
に

応
じ
て

階
数

毎
に
停

電
が

発
生

す
る

。

■
「

水
害
の
被
害
指
標
分
析
の
手
引
き
」
に
準
じ
て

河
川

整
備

に
よ

る
「

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

停
止

に
よ
る

波
及

被
害

」
の

軽
減

効
果

を
算

定

■
対

象
洪
水
は
、
整
備
目
標
流
量
の
洪
水
に
対
し
て

評
価

を
実

施

■
整

備
目
標
流
量
の
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
、
江
の

川
流

域
で

電
力

の
停

止
に

よ
る

影
響

人
口

が
5
,
3
0
1
人

と
想

定
さ

れ
る

が
、

事
業

実
施

に
よ

り
軽

減
さ

れ
る

「
電
力

が
停
止
す
る
浸
水
深
」
の
考
え
方

整
備
目
標
流
量
の
洪
水
に
お
け
る
電
力
停
止
に
よ
る
影
響
人
数

（
人

）
影

響
人

口

川
平

田
津

都
賀

西

門
田

旭
船

所

米
丸

旭
船

所
米

丸

川
平

田
津

都
賀

西

旭
船

所

米
丸

旭
船

所
米

丸

浸
水

面
積

整
備

前

整
備

後

1,
34

7h
a

82
4h

a

注
意

：
1
/
3
0確

率
の

場
合

の
被

害
想

定

門
田
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課
題

江
の

川
で
の
河
川
改

修
事
業
は
大
規
模
な
盛
土
に

よ
る
築

堤
で
あ
り
、
良

質
な
築
堤
材
料
を
確
保
す
る

為

購
入

土
に
よ
る
コ
ス

ト
増
が
課
題
で
あ
る
。

関
係

機
関


島

根
県


江

津
市


川

本
町


美

郷
町


邑

南
町

浜 田 河 川 国 道 事 務 所

連 絡 調 整
島

根
県

企
業

局
江

津
工

業
団
地
へ
の
進
出
企
業
が
有
り
、
新
た
な

基
盤

造
成

が
必
要

⇒
大
規
模
な
掘
削
残
土
の

発
生

築
堤

盛
土

へ
の

有
効

利
用

良
質

土

(
独

)
森

林
総

合
研

究
所

江
津

市
桜
江
町
で
農

林
道
事
業
が
あ
り
、
残

土
が

発
生

（
約
20
千
m
3
）
の
処
理
費
用
の
コ
ス
ト
縮
減

が
課

題

調 整 中

※
関

係
機

関
と

連
絡

調
整

す
る

中
で

、
左

記
の

事
業

と
事

業
調

整
す

る
こ

と
に

よ
り

、
コ

ス
ト

縮
減

が
図

れ
る

。

江
津
工
業

団
地

八
神

箇
所

川
平

箇
所

大
貫
箇
所

約
１

２
億

円
の

コ
ス

ト
縮

減

コ
ス

ト
縮

減
や

代
替

案
立

案
等

の
可

能
性

■
コ

ス
ト
縮
減
：
他
機
関
で
実
施
し
て
い
る
基
盤
造

成
や

農
林

道
事

業
等

と
連

携
し

、
築

堤
材

料
を
調

達
す

る
こ

と
に

よ
り

、
コ

ス
ト

縮
減

を
図

る
。

（
現

在
調
整
中
）

■
代

替
案
立
案
等
の
可
能
性
：
山
間
狭
窄
部
の
家
屋

が
点

在
す

る
小

集
落

等
で

は
土

地
利

用
形

態
等
を

考
慮

し
、

宅
地

嵩
上

げ
や

輪
中

堤
等

の
治

水
対

策
を

検
討

箇
所

名
土

量
単

価
(円

/m
3 )

縮
減

額

(百
万

円
)

購
入

土
採

取
土

八
神

箇
所

約
32

0千
m

3
4,

05
0

1,
06

0
約

95
6.

8

川
平

箇
所

約
92

千
m

3
4,

05
0

1,
06

0
約

27
5.

1

大
貫

箇
所

約
20

8千
m

3
3,

14
0

3,
10

0
約

8.
3
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今
後

の
対

応
方

針
（
原

案
）

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

①
事
業
の
必
要
性
等
の
視
点

②
事
業
の
進
捗
の
見
込
み

③
コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案
立
案
等
の
可
能
性

1)
事
業
を
巡
る
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化

2)
事
業
の
投
資
効
果

3)
事
業
の
進
捗
状
況

○
江

の
川

流
域

に
お

い
て

、
昭

和
4
7
年

、
昭

和
5
8
年

、
平

成
1
1
年

、
平

成
1
8
年

、
平

成
2
2
年

に
洪

水
被

害
を

受
け

て
お

り
、

改
修

の
要

望
が

強
い

○
費
用
便
益
比

（
H
2
6
時
点
）
全
事
業
（
B
/
C
）

＝
2
.
6

当
面

６
年

間
（

B
/
C
）

＝
1
.
5

上
記
よ
り
、
江
の
川
流
域
の
治
水
安
全
度
向

上
の

た
め

事
業

継
続

が
妥

当
○

昭
和

47
年
（
戦
後

大
）
の
洪
水
か

ら
守

る
た

め
に

は
、

早
期

の
完

成
が

必
要

。
○

今
後
の
詳
細
な
設
計
段
階
に
お
い
て
、
さ

ら
な

る
コ

ス
ト

縮
減

を
図

る
と

と
も

に
、

環
境

に
も

配
慮

し
て

事
業

を
進

め
、

よ
り

一
層

の
事

業
効

果
の
発
現
に
努

め
る
。

１
．

再
評

価
の

視
点

２
．

県
へ

の
意

見
照

会
結

果
○

広
島
県
：
対
応
方
針
（
原
案
）
に
つ
い

て
は

異
存

は
あ

り
ま

せ
ん

。
○

島
根
県
：
対
応
方
針
（
原
案
）
は
妥
当

で
あ

る
。

○
他

機
関

で
実

施
し

て
い

る
基

盤
造

成
や

林
道

事
業

等
と

連
携

し
、

築
堤

材
料

を
調

達
す

る
こ

と
に

よ
り

、
コ

ス
ト

縮
減

を
図

る
。

○
山

間
狭

窄
部

の
家

屋
が

点
在

す
る

小
集

落
等

で
は

、
土

地
利

用
形

態
等

を
考

慮
し

関
係

機
関

と
調

整
を

図
り

つ
つ

、
宅

地
嵩

上
げ

や
輪

中
堤

等
の

治
水

対
策

を
検

討

○
前
回
評
価
時

か
ら
旭
箇
所
が
完
成
、
八
神

箇
所

、
川

平
箇

所
、

大
貫

箇
所

、
川

越
箇

所
、

都
賀

西
箇

所
、

門
田

箇
所

は
現

在
事

業
中

で
あ

り
、

早
期

完
成
へ
の
要

望
は
強
い
。

○
本
事
業
は
地

域
住
民
か
ら
も
要
望
が
あ
る

こ
と

か
ら

、
円

滑
な

事
業

進
捗

が
見

込
ま

れ
る

。

○
八
神
箇
所
、

川
平
箇
所
、
大
貫
箇
所
、
川

越
箇

所
、

都
賀

西
箇

所
、

門
田

箇
所

に
つ

い
て

は
着

手
し

て
お

り
、

順
調

に
進

捗
し

て
い

る
。
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江
の

川
直

轄
河

川
改

修
事

業
の

前
回

評
価

時
と

の
比

較

前
回

評
価

（
H
2
3
.1

2
報

告
）

今
回

評
価

備
考

事
業

諸
元

築
堤

、
水

防
災

、
嵩

上
げ

・
腹

付
け

盛
土

同
左

事
業

期
間

平
成

2
4
年

～
平

成
7
3
年

度
末

（
5
0
ヶ

年
）

平
成

2
7
年

～
平

成
7
6
年

度
末

（
予

定
）

（
5
0
ヶ

年
）

総
事

業
費

約
6
7
2
億

円
約

6
3
4
億

円
・
前

回
費

用
対

効
果

分
析

よ
り

事
業

進
捗

（
旭

地
区

完
成

）

総
便

益
（
B
）

約
9
4
6
億

円
約

8
4
3
億

円

・
資

産
デ

ー
タ

の
更

新
国

勢
調

査
（
H
1
7
⇒

H
2
2
）

事
業

所
統

計
デ

ー
タ

（
H
1
8
）

⇒
経

済
セ

ン
サ

ス
（
H
2
1
）

総
費

用
（
C
）

約
3
4
4
億

円
約

3
2
8
億

円
・
前

回
費

用
対

効
果

分
析

よ
り

事
業

進
捗

（
旭

地
区

完
成

）

費
用

便
益

比
（
B
/
C
）

2
.8

2
.6

◆
前

回
評

価
時

と
の

比
較

28



江
の

川
直

轄
河

川
改

修
事

業
の

費
用

対
効

果
分

析
（
感

度
分

析
）

残
事

業
費

、
残

工
期

、
資

産
を

個
別

に
±

10
％

変
動

さ
せ

て
、

費
用

便
益

比
（
B

/C
）
を

算
定

し
、

感
度

分
析

を
行

っ
た

。

■
当
面
６
年
間
の
事
業
、
全
体
事
業
と
も
、
事
業
費
、
工
期
、
資
産
を
±
1
0
％
変
動
さ
せ
た
と
し
て
も
費
用
便
益
比
は

1
.
0
0
を
超
え
る
。

江
の

川
直

轄
河

川
改

修
事

業
の

費
用

便
益

比
（
Ｂ

／
Ｃ

）

基
本

残
事

業
費

残
工

期
資

産

+
1
0
%

-
1
0
%

+
1
0
%

-
1
0
%

+
1
0
%

-
1
0
%

全
体

事
業

2
.6

2
.3

5
2
.8

4
2
.5

9
2
.6

1
2
.8

2
2
.3

3

当
面

６
年

間
の

事
業

1
.5

1
.3

7
1
.6

6
1
.5

0
1
.5

0
1
.6

3
1
.3

6
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江の川直轄河川改修事業

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕
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①全体事業（Ｈ27～Ｈ76）
様式－５ 費用対便益 水系名： 江の川 河川名： 江の川・馬洗川・西城川・神野瀬川 単位：百万円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H26 0 0 0 0 0 0 0 0 0

H27 1 0 0 1,645 1,582 0 0 1,645 1,582

H28 2 79 73 2,527 2,336 3 3 2,530 2,339

H29 3 211 188 1,976 1,757 5 4 1,981 1,761

H30 4 357 305 2,302 1,968 7 6 2,309 1,974

H31 5 559 459 1,963 1,613 10 8 1,973 1,621

H32 6 708 560 2,146 1,696 13 10 2,159 1,706

H33 7 879 668 1,828 1,389 17 13 1,845 1,402

H34 8 1,129 825 1,365 997 22 16 1,387 1,013

H35 9 1,316 925 1,425 1,001 26 18 1,451 1,019

H36 10 1,511 1,021 1,149 776 30 20 1,179 796

H37 11 1,668 1,084 1,149 746 33 21 1,182 767

H38 12 1,825 1,140 1,444 902 36 22 1,480 924

H39 13 2,023 1,215 1,342 806 40 24 1,382 830

H40 14 2,207 1,274 1,342 775 44 25 1,386 800

H41 15 2,391 1,328 1,370 761 48 27 1,418 788

H42 16 2,578 1,376 1,302 695 52 28 1,354 723

H43 17 2,756 1,415 1,248 641 56 29 1,304 670

H44 18 2,927 1,445 1,250 617 59 29 1,309 646

H45 19 3,098 1,470 1,422 675 62 29 1,484 704

H46 20 3,293 1,503 1,435 655 66 30 1,501 685

H47 21 3,489 1,531 1,435 630 70 31 1,505 661

H48 22 3,685 1,555 1,363 575 74 31 1,437 606

H49 23 3,871 1,571 1,363 553 78 32 1,441 585

H50 24 4,057 1,583 1,193 465 82 32 1,275 497

H51 25 4,220 1,583 1,193 448 85 32 1,278 480

H52 26 4,383 1,581 1,208 436 88 32 1,296 468

H53 27 4,548 1,577 1,212 420 91 32 1,303 452

H54 28 4,714 1,572 1,189 397 94 31 1,283 428

H55 29 4,877 1,564 1,214 389 97 31 1,311 420

H56 30 5,043 1,555 976 301 100 31 1,076 332

H57 31 5,177 1,535 1,082 321 103 31 1,185 352

H58 32 5,325 1,518 957 273 106 30 1,063 303

H59 33 5,456 1,495 1,058 290 109 30 1,167 320

H60 34 5,601 1,476 974 257 112 30 1,086 287

H61 35 5,734 1,453 951 241 115 29 1,066 270

H62 36 5,864 1,429 858 209 118 29 976 238

H63 37 5,981 1,401 1,090 255 120 28 1,210 283

H64 38 6,130 1,381 1,090 246 123 28 1,213 274

H65 39 6,279 1,360 1,058 229 126 27 1,184 256

H66 40 6,424 1,338 990 206 129 27 1,119 233

H67 41 6,559 1,314 922 185 132 26 1,054 211

H68 42 6,685 1,287 922 178 135 26 1,057 204

H69 43 6,811 1,261 894 166 138 26 1,032 192

H70 44 6,933 1,234 933 166 140 25 1,073 191

H71 45 7,061 1,209 866 148 143 24 1,009 172

H72 46 7,179 1,182 953 157 145 24 1,098 181

H73 47 7,309 1,157 931 147 148 23 1,079 170

H74 48 7,436 1,132 905 138 151 23 1,056 161

H75 49 7,560 1,106 999 146 153 22 1,152 168

H76 50 7,697 1,083 999 141 156 22 1,155 163

H74 51 7,835 1,060 157 21 157 21

H75 52 7,835 1,019 157 20 157 20

H76 53 7,835 980 157 20 157 20

H77 54 7,835 942 157 19 157 19

H78 55 7,835 906 157 18 157 18

H79 56 7,835 871 157 17 157 17

H80 57 7,835 838 157 17 157 17

H81 58 7,835 806 157 16 157 16

H82 59 7,835 775 157 16 157 16

H83 60 7,835 745 157 15 157 15

H84 61 7,835 716 157 14 157 14

H85 62 7,835 689 157 14 157 14

H86 63 7,835 662 157 13 157 13

H87 64 7,835 637 157 13 157 13

H88 65 7,835 612 157 12 157 12

H89 66 7,835 589 157 12 157 12

H90 67 7,835 566 157 11 157 11

H91 68 7,835 544 157 11 157 11

H92 69 7,835 523 157 10 157 10

H93 70 7,835 503 157 10 157 10

H94 71 7,835 484 157 10 157 10

H95 72 7,835 465 157 9 157 9

H96 73 7,835 447 157 9 157 9

H97 74 7,835 430 157 9 157 9

H98 75 7,835 414 157 8 157 8

H99 76 7,835 398 157 8 157 8

H100 77 7,835 382 157 8 157 8

H101 78 7,835 368 157 7 157 7

H102 79 7,835 354 157 7 157 7

H103 80 7,835 340 157 7 157 7

H104 81 7,835 327 157 7 157 7

H105 82 7,835 314 157 6 157 6

H106 83 7,835 302 157 6 157 6

H107 84 7,835 291 157 6 157 6

H108 85 7,835 279 157 6 157 6

H109 86 7,835 269 157 5 157 5

H110 87 7,835 258 157 5 157 5

H111 88 7,835 248 157 5 157 5

H112 89 7,835 239 157 5 157 5

H113 90 7,835 230 157 5 157 5

H114 91 7,835 221 157 4 157 4

H115 92 7,835 212 157 4 157 4

H116 93 7,835 204 157 4 157 4

H117 94 7,835 196 157 4 157 4

H118 95 7,835 189 157 4 157 4

H119 96 7,835 181 157 4 157 4

H120 97 7,835 175 157 3 157 3

H121 98 7,835 168 157 3 157 3

H122 99 7,835 161 157 3 157 3

H123 100 7,835 155 157 3 157 3

595,353 83,981 335 84,316 63,408 31,101 11,940 1,680 75,348 32,781 2.6 51,535合　　計

費　用（Ｃ）

整
備
期
間

（

5
0
年
）

年次

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

計
①＋②

便　益（Ｂ）

計③＋④年度 t 維持管理費④
純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

費用便益比
Ｂ／Ｃ

建設費③
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②当面事業（Ｈ27～Ｈ32）
様式－５ 費用対便益 水系名： 江の川 河川名： 江の川・馬洗川・西城川・神野瀬川 単位：百万円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H26 0 0 0 0 0 0 0 0 0

H27 1 0 0 1,645 1,582 0 0 1,645 1,582

H28 2 79 73 2,527 2,336 3 3 2,530 2,339

H29 3 211 188 1,976 1,757 5 4 1,981 1,761

H30 4 357 305 2,302 1,968 7 6 2,309 1,974

H31 5 559 459 1,963 1,613 10 8 1,973 1,621

H32 6 708 560 2,146 1,696 13 10 2,159 1,706

H33 7 879 668 17 13 17 13

H34 8 879 642 17 12 17 12

H35 9 879 618 17 12 17 12

H36 10 879 594 17 11 17 11

H37 11 879 571 17 11 17 11

H38 12 879 549 17 11 17 11

H39 13 879 528 17 10 17 10

H40 14 879 508 17 10 17 10

H41 15 879 488 17 9 17 9

H42 16 879 469 17 9 17 9

H43 17 879 451 17 9 17 9

H44 18 879 434 17 8 17 8

H45 19 879 417 17 8 17 8

H46 20 879 401 17 8 17 8

H47 21 879 386 17 7 17 7

H48 22 879 371 17 7 17 7

H49 23 879 357 17 7 17 7

H50 24 879 343 17 7 17 7

H51 25 879 330 17 6 17 6

H52 26 879 317 17 6 17 6

H53 27 879 305 17 6 17 6

H54 28 879 293 17 6 17 6

H55 29 879 282 17 5 17 5

H56 30 879 271 17 5 17 5

H57 31 879 261 17 5 17 5

H58 32 879 251 17 5 17 5

H59 33 879 241 17 5 17 5

H60 34 879 232 17 4 17 4

H61 35 879 223 17 4 17 4

H62 36 879 214 17 4 17 4

H63 37 879 206 17 4 17 4

H64 38 879 198 17 4 17 4

H65 39 879 190 17 4 17 4

H66 40 879 183 17 4 17 4

H67 41 879 176 17 3 17 3

H68 42 879 169 17 3 17 3

H69 43 879 163 17 3 17 3

H70 44 879 157 17 3 17 3

H71 45 879 150 17 3 17 3

H72 46 879 145 17 3 17 3

H73 47 879 139 17 3 17 3

H74 48 879 134 17 3 17 3

H75 49 879 129 17 2 17 2

H76 50 879 124 17 2 17 2

H77 51 879 119 17 2 17 2

H78 52 879 114 17 2 17 2

H79 53 879 110 17 2 17 2

H80 54 879 106 17 2 17 2

H81 55 879 102 17 2 17 2

H82 56 879 98 17 2 17 2

45,864 16,512 372 16,884 12,559 10,952 888 317 13,447 11,269 1.5 5,615

純現在価値
Ｂ－Ｃ

便益① 残存価値
②

合　　計

費　用（Ｃ）

整
備
期
間

（

6
年
）

年次 維持管理費④

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

５
０
年
）

計
①＋②

便　益（Ｂ）

計③＋④
費用便益比

Ｂ／Ｃ
年度 建設費③t
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様式-6　事業費の内訳書 （全事業）

河川事業

事業名 江の川直轄河川改修事業（全事業費）

評価年度 H26

区分 費目 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費 式 1 30,846
本工事費 式 1 27,899

築堤 千m3 3,671 11,740
掘削 千m2 30 18
特殊堤 m 417 19

千m 316 12,281
地盤改良 箇所 4 1,090
水路 千m 58 1,214
樋門・樋管 箇所 12 1,072
陸閘門 箇所 3 252
その他 式 - 213 仮設工等

附帯工事費 式 1 2,947
橋梁 箇所 5 1,941
付替道路 箇所 47 1,006
揚水機場 箇所 0 0

用地費及び補償費 式 1 15,085
間接経費等 式 1 17,477
事業費　計 式 1 63,408

維持管理費 式 1 11,940

事業費の内訳書

再評価

工種

護岸
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様式-6　事業費の内訳書 （当面の整備）

河川事業

事業名 江の川直轄河川改修事業（当面事業費）

評価年度 H26

区分 費目 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費 式 1 7,300
本工事費 式 1 6,833

築堤 千m3 533 2,013
掘削 千m2 24 14
特殊堤 m 417 19

千m 91 3,501
地盤改良 箇所 1 300
水路 千m 2 272
樋門・樋管 箇所 8 505
陸閘門 箇所 1 104
その他 式 - 105 仮設工等

附帯工事費 式 1 467
橋梁 箇所 1 55
付替道路 箇所 0 412
揚水機場 箇所 0 0

用地費及び補償費 式 1 2,708
間接経費等 式 1 2,551
事業費　計 式 1 12,559

維持管理費 式 1 888

護岸

事業費の内訳書

再評価

工種
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江の川直轄河川改修事業

〔島根県への意見照会と回答〕
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（別紙）

【河川事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

江の川直轄河川改修事業 継続

【港湾事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

浜田港福井地区
防波堤（新北）整備事業

継続

■ご意見の送付期限　：　平成２６年８月２５日（月）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先

　　〒730-8530

　　広島市中区上八丁堀6-30

　　　中国地方整備局　企画部　企画課長　宛

■お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　加田

　　　　　施策分析評価係長　森浦

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る
　対応方針（原案）を作成するためのものです。
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江の川直轄河川改修事業

〔広島県への意見照会と回答〕
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（別紙）

【河川事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

江の川直轄河川改修事業 継続

【道路事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

中国横断自動車道
尾道松江線（尾道～三次）

継続

■ご意見の送付期限　：　平成２６年８月２５日（月）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先

　　〒730-8530

　　広島市中区上八丁堀6-30

　　　中国地方整備局　企画部　企画課長　宛

■お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　加田

　　　　　施策分析評価係長　森浦

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る
　対応方針（原案）を作成するためのものです。
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